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Arts はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。応募
方法

InternationalCorner国際コーナー

Diary～あの日、あの時～まちの話題

SpecialTopics6

山に囲まれてしまった“男のカン”

第２回みちのくおとぎ民話フェスタ

　
　

一
首
目
、
子
ど
も
さ
ん
の
嬉う

れ

し
い
思
い
を
確
か

に
汲く

ん
で
お
ら
れ
る
。
ご
高
齢
の
作
者
だ
。
切
な
さ

や
祈
り
も
あ
ろ
う
。

　

二
首
目
、
粗あ

ら

さ
は
あ
る
が
、
お
孫
さ
ん
達
へ
の
眼

差
し
が
温ぬ

く

と
い
。
絆き

ず
な

が
生
き
て
い
る
。

　

三
首
目
、
こ
と
ば
の
自
然
な
運
び
の
な
か
に
、
通

い
合
う
心
が
滲に

じ

み
出
て
い
る
。

　
　

一
句
目
、
夜
学
の
子
ら
に
、
人
の
生
き
方
ま
で

も
説
く
先
生
で
あ
る
。
教
育
と
は
、
そ
う
あ
る
べ
き

と
思
う
。
二
句
目
は
、
秋
晴
れ
の
牧
場
の
素
晴
ら
し

い
風
景
を
詠う

た

っ
た
句
。

　

三
句
目
は
、鰯
雲
が
季
題
の
句
。
青
空
の
一
角
に
、

鰯
雲
が
浮
か
ぶ
映
像
が
見
え
る
作
品
で
あ
る
。

　

俳
句
は
季
題
を
詠
う
も
の
で
す
。
季
重
ね
や
切
り

字
な
ど
の
制
約
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

毎
月
第
一
日
曜
日
に
、
本
町
の
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

で
俳
句
初
心
者
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
連
絡
は
山や

ん
べ家
弘ひ

ろ

子こ

（
0

２
５
―
８
１
１
６
）
ま
で
。

　
　

一
句
目
、
一
度
に
４
人
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

す
る
快
挙
。
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
日
本
に
、
希
望

の
火
を
灯
し
て
く
れ
た
。
頭
脳
の
金
メ
ダ
ル
万
歳
。

　

二
句
目
、
わ
が
子
を
ほ
め
ら
れ
、
う
れ
し
く
な
る

の
は
親
の
常
。
ま
し
て
「
お
父
さ
ん
に
そ
っ
く
り
」

な
ん
て
言
わ
れ
た
ら
。
下
が
る
目
尻
が
え
び
す
顔
。

　

三
句
目
、
円
高
、
ド
ル
安
、
株
下
落
と
、
金
融
界

は
大
混
乱
。
し
か
し
、
庶
民
に
は
縁
遠
い
世
界
。「
私

に
は
株
も
相
場
も
関
係
ネ
エ
」
？

　昭和45年の河北巡回美術展をきっかけに始まった市民文
化祭。市文化協会（林

はやし

茂
しげる

会長）が主催するこの催しも、本
年で39回を数えました。本年も、11月１日に古典芸能など
の発表（碧水園）と展示発表（中央公民館・２日まで開催）、
３日には幅広いジャンルの芸能発表（中央公民館）が行われ、
たくさんの人でにぎわいました。

美しき市民総合芸術の舞台
第39回市民文化祭
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